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№
５
９
２
（
一
九
九
五
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
６
２
４
（
一
九
九
五
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
５
９
２
（
一
九
九
五
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
護
憲
社
会
党
」
の
旗
を
掲
げ
よ
う

上
野

建
一

―
「
リ
ベ
ラ
ル
新
党
」
阻
止
に
全
力
を
―

「
狂
い
花
」

「
憲
法
改
悪
」
は
財
界
の
次
の
ね
ら
い
―
大
企
業
の
政
治
献
金
も
再
開
―

読
売
「
憲
法
改
正
試
案
」
の
問
題
点

加
藤

晋
介

―
「
試
案
」
の
狙
い
と
内
容
②
―

悲
し
み
を
怒
り
に
変
え
て

―
中
小
・
未
組
織
、

国
労
闘
争
団
に
栄
光
・
幸
あ
れ
―

◇
「
切
り
抜
き
」
の
小
窓
か
ら
四
◇

「
廃
県
置
州
」
ヘ
の
総
資
本
の
工
作

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
形
式
論
理

―
こ
の
よ
う
な
社
会
党
を
こ
そ
―

地
域
か
ら
消
費
税
反
対
運
動
つ
く
る
―
一
二
・
三

「
上
越
地
域
」
反
消
費
税
集
会
に
一
八
○
人
―

平
成
大
不
況
・
高
齢
社
会
元
年

小
竹

金
次

―
生
活
は
社
会
主
義
へ
の
道
①

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
９
３
（
一
九
九
五
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

山
川
均
ル
ネ
サ
ン
ス

「
労
農
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
、
三
度
め
の
出
発
の
年

―
一
九
九
五
年
を
楽
し
い
年
と
し
よ
う
―

山
花
新
党
よ
う
や
く
動
き
出
す
！
―
新
進
党
の
助
っ
人
的
役
割
か
―

日
本
の
国
際
貢
献
の
道
、
九
条
を
基
調
に

―
読
売
「
憲
法
改
正
試
案
」
の
狙
い
と
内
容
③

権
利
総
破
壊
で
「
生
活
苦
」
は
必
至
に

―
九
五
春
闘
を
め
ぐ
る
経
済
・
労
組
の
動
き
①

平
成
大
不
況
・
高
齢
社
会
元
年

―
生
活
は
社
会
主
義
へ
の
道
②

企
業
に
対
し
て
も
っ
と
闘
う
労
働
組
合
に

―
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
、
や
ら
ず
ぶ
っ
た
く
り
―

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
９
４
（
一
九
九
五
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
生
き
る
」
権
利
を
主
張
す
る

―
九
五
春
闘
を
前
に
し
て
―

山
花
・
田
辺
の
新
党
派
を
除
名
せ
よ

―
新
党
は
い
ず
れ
吸
収
合
併
さ
れ
る
運
命
―

敵
を
見
誤
ま
っ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
か

賃
金
、
福
祉
、
雇
用
「
破
壊
」

―
九
五
春
闘
を
め
ぐ
る
労
働
情
勢
②
―

二
○
二
億
損
賠
・
会
館
立
ち
退
き
「
和
解
」
を
ど
う
み
る
か

資
料
１

二
百
二
億
・
国
労
会
館
立
ち
退
き
訴
訟
（
国
労
）

資
料
２

三
団
体
の
合
意
書

資
料
３

国
労
第
十
三
回
中
執
委
決
議

◇
国
労
闘
争
団
か
ら
の
報
告
◇

九
五
年
こ
そ
解
雇
撤
回
、

Ｊ
Ｒ
復
帰
、
全
面
勝
利
の
年
に

国
労
東
京
チ
ュ
ー
タ
ー

二
十
周
年
記
念
集
会
へ
の
お
さ
そ
い

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
全
国
の
仲
間
に
◇

兵
庫
の
仲
間
に
支
援
カ
ン
パ
を

№
５
９
５
（
一
九
九
五
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
救
援
対
策
本
部
」
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

自
治
体
選
で
護
憲
派
の
勝
利
を
！

―
〃
山
花
新
党
〃
を
も
直
撃
し
た
大
震
災
―

資
料
１

政
権
政
党
に
ふ
さ
わ
し
い
対
応
と
責
任
は
た
せ
（
自
治
労
）

資
料
２

小
森
氏
除
名
に
は
重
大
な
決
意
で
対
処

（
広
島
・
Ａ
生
）

資
料
３

不
可
解
な
党
運
営
、
全
党
員
の
意
志
統
一
は
か
れ
（
旭
川
）

「
兵
庫
地
震
」
救
援
カ
ン
パ
に
十
万
余
円

市
民
参
加
、
住
民
参
加
の
復
帰
と
未
来
の
街
づ
く
り
を
（
護
憲
社
会
党
）

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
◇

「
阪
神
大
震
災
」
に
対
す
る

ご
支
援
の
お
礼
と
お
願
い

国
会
の
地
位
の
低
下
を
企
図

―
読
売
「
憲
法
改
正
試
案
」
の
狙
い
と
内
容
④
―

民
主
主
義
の
破
壊
、
選
挙
運
動
が
変
わ
る

―
「
改
正
」
公
選
法
と
今
後
の
選
挙
運
動
①

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
９
６
（
一
九
九
五
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
阪
神
大
震
災
」
の
階
級
性

〝
ド
ー
ン
〟
と
い
う
音
で
突
き
上
げ
ら
れ

―
「
阪
神
大
震
災
」
の
周
辺
か
ら
①
―

愚
劣
き
わ
ま
り
な
い
「
改
正
試
案
」
―
現
行
「
憲
法
」
の
学
習
運
動
に
と
り
く
も
う
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
銚
子
無
線
電
報

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
廃
局
反
対
の
闘
い

民
主
主
義
の
破
壊
、
選
挙
運
動
が
変
わ
る

―
「
改
正
」
公
選
法
と
今
後
の
選
挙
運
動
②

強
ま
る
か
「
ま
る
ご
と
」
移
行
論

―
神
戸
地
震
、
山
花
派
、
七
単
産
を
直
撃
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
９
７
（
一
九
九
五
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
芸
術
」
を
楽
し
む

「
五
月
新
党
」
で
一
致
し
た
四
単
産

―
自
治
労
と
日
教
組
は
丸
ご
と
全
逓
と
全
電
通
は
山
花
派
中
心
―

◇
阪
神
大
震
災
」
の
周
辺
か
ら
②
◇

自
衛
隊
出
動
が
「
地
震
＝
危
機
管
理
」
だ
っ
て
！
？

全
面
解
決
へ
不
動
の
戦
略
構
想
を
も
て

―
国
労
第
一
六
六
回
中
央
委
「
傍
聴
記
」
―

二
○
二
億
損
賠
「
取
り
下
げ
」
の
成
果
を
次
の
闘
い
ヘ

資
料
国
労
と
の
「
和
解
」
に
は
だ
ん
こ
反
対
（
Ｊ
Ｒ
総
連
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
◇
「
阪
神
大
震
災
」
に
対
す
る

ご
支
援
の
お
礼
と
お
願
い

№
５
９
８
（
一
九
九
五
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
大
競
争
の
時
代
」
と
春
闘

ム
キ
ダ
シ
の
資
本
主
義
が
あ
ら
わ
れ
始
め
た

―
カ
ネ
、
カ
ネ
、
カ
ネ
に
踊
り
狂
う
経
済
と
政
治

「
ま
る
ご
と
」
が
大
き
な
傾
向
に
―
「
政
治
休
戦
」
の
ゆ
く
え
―

統
一
地
方
選
ま
で
あ
と
一
ケ
月

九
五
春
闘
・
国
鉄
闘
争
勝
利
ヘ
―
職
場
・
地
域
で
体
制
づ
く
り
を
！
―

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
早
期
全
面
解
決
は
か
れ

―
全
面
解
決
せ
ま
る
二
・
一
五
新
得
集
会
開
く
―

レ
オ
ナ
ル
ド
熊
さ
ん
と
北
海
道

◇
兵
庫
か
ら
の
報
告
◇
「
人
」
が
生
き
て
い
く
た
め
の
救
援
、
復
興
を

明
る
く
、
楽
し
く

「
元
気
」
を
拡
げ
よ
う
！

、

―
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
第
二
回
大
会
の
報
告
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊

千
五
百
円
◇
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№
５
９
９
（
一
九
九
五
年
三
月
二
一
日
）

◇
神
戸
ア
ピ
ー
ル
◇
「
復
興
」
を
こ
え
て
新
た
な
「
神
戸
」
を
い
ま
こ
そ

資
料
新
し
い
神
戸
を
つ
く
り
だ
す
市
民
会
議

阪
神
大
震
災
の
中
に
階
級
対
立
が
見
え
る

―
護
憲
社
会
党
の
課
題
―

◇
巻
頭
言
◇
「
労
働
組
合
ら
し
さ
」
を
求
め
る
契
機
に
な
る
か

―
全
電
通
は
労
働
組
合
の
任
務
を
放

棄
世
界
経
済
恐
慌
へ
の
引
き
金
か
―
メ
キ
シ
コ
金
融
危
機

―
背
景
と
本
質
―

展
望
な
き
「
丸
ご
と
新
党
」
に
労
組
み
ち
づ
れ

―
地
方
選
の
敗
北
後
を
め
ざ
す
―

「
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
」
の
す
す
め

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む

―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊

№
６
０
０
（
一
九
九
五
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
社
会
通
信
」
六
百
号
と
新
刊
『
政
界
再
編
後
を
読
む
』

労
戦
再
編
成
、
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
そ
し
て
社
会
党

社
会
党
の
新
党
強
行
す
れ
ば
分
裂
必
至
―
護
憲
の
党
を
再
建
す
る
実
践
を
―

特
集
・

社
会
通
信
」
六
百
号
に
寄
す

誌
上
で
の
活
発
な
論
議
を

近
江
谷

左
馬
之
介

「

事
務
局
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

坂
牛

哲
郎

「
丸
ご
と
新
党
」
の
本
質
暴
露
を

稲
村
守

兵
庫
と
と
も
に
「
人
間
復
興
」
の
確
立
め
ざ
せ

横
堀

正
一

府
中
刑
務
所
で
句
会
十
年

常
松

ひ
ろ
し

「
社
会
通
信
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

原

野
人

復
旧
活
動
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
―
市
民
が
主
人
公
の
街
づ
く
り
運
動
を
開
始
（
兵
庫
）
―

候
補
が
た
り
な
い
！

―
県
議
選
七
三
％
、
東
京
五
六
％
の
擁
立
数
―

「
九
五
宣
言
」
の
凍
結
を
求
む
―
村
山
委
員
長
へ
の
意
見
書
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
０
１
（
一
九
九
五
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
人
間
復
興
」
の
都
市
づ
く
り
め
ざ
す
「
新
し
い
神
戸
を
つ
く
り
だ
す

市
民
会
議
」
の
行
動
綱
領
五
月
に
社
会
党
解
党
・
新
党
論
に
批
判
高
ま
る

―
山
花
派
、
全
逓
労
組
に
も
捨
て
ら
れ
る

地
震
口
実
に
「
人
権
侵
害
」
続
出

―
阪
神
大
震
災
「
労
働
・
雇
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
か
ら
―

松
崎
明
氏
の
戦
後
民
主
主
義
論

「
社
会
通
信
」
六
百
号
に
寄
す

沈
黙
は
金
に
非
ず
、
組
織
に
と
っ
て
死

三
木

信
之
介

歴
史
的
転
換
期
、
切
り
拓
く
力
つ
く
れ

滝
沢

隆

「
弁
証
法
」
の
湧
出
を

佐
々
木

守
雄

組
合
民
主
主
義
を
広
げ
、
仲
間
の
声
を
押
し
あ
げ
る

全
逓
・
第
二
回
全
国
青
年
部
代
表
者
会
議
か
ら

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
０
２
（
一
九
九
五
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
今
こ
そ
憲
法
の
時
代
を
開
く
」

五
・
三
集
会
に
参
集
を

み
な
さ
ん
に
訴
え
る

国
弘

正
雄
（
参
議
院
議
員
）

市
民
の
期
待
に
応
え
る
党
づ
く
り

―
私
の
選
挙
戦

鴨

哲
登
志

臨
教
審
「
教
育
の
生
産
性
向
上
運
動
―
教
育
の
規
制
緩
和
が
も
た
ら
す
も
の
―

久
保
・
社
会
党
執
行
部
は
責
任
上
総
辞
職
を

―
新
党
（
リ
ベ
ラ
ル
）
の
清
算
な
く
し
て
再
建
な
し
！
―

◇
そ
こ
が
知
た
り
た
い

円
高
、
ド
ル
安
の
経
済
学
①
◇
円
は
ど
こ
ま
で
あ
が
る
の

◇
「
社
会
通
信
」
六
百
号
に
寄
す
◇

私
の
生
き
甲
斐
、
健
康
法

真
鍋

知
己

裏
切
り
共
を
退
散
さ
せ
よ
う

木
村

哲
蔵

驚
異
の
六
百
号

小
林

晃

問
わ
れ
る
労
働
組
合
の
存
在
意
義

―
阪
神
大
震
災
下
の
労
組
の
役
割
は
？
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む

―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
０
３
（
一
九
九
五
年
五
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
今
こ
そ
護
憲

五
・
六
神
戸
集
会
」
を
成
功
さ
せ
よ
う

兵
庫
・
神
戸
の
仲
間
と
連
帯
し
、
選
挙
勝
利
を

五
月
下
句
の
党
大
会
は
新
党
準
備
の
た
め

―
ゴ
ラ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
危
険
性
―

神
戸
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
千
人

―
「
市
民
生
活
復
興
へ

三
年
計
画
、
予
算
八
○
億
円
―

い
か
そ
う
！
二
○
二
億
解
決
、
ふ
や
そ
う
！
も
う
一
人
の
仲
間
を

学
資
の
思
惑
で
進
む
春
闘
「
解
体
」

―
検
証
九
五
春
闘
―

資
本
の
「
物
神
性
」
の
発
見

―
資
本
主
義
社
会
理
解
の
カ
ギ
―

◇
「
社
会
通
信
』
六
百
号
に
寄
す
◇

先
を
読
む
勉
強
と
対
策
宗
原
均
三

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
八
年
を
検
証

―
「
Ｊ
Ｒ
の
安
全
、
サ
ー
ビ
ス
・
労
働
を
問
う
」
四
・
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
０
４
（
一
九
九
五
年
五
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇

護
憲
社
会
党
の
若
木
を
大
き
く
育
て
よ
う

兵
庫
・
護
憲
社
会
党
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

言
葉
だ
け
が
踊
っ
て
い
る
社
会
新
党

―
日
和
見
を
捨
て
て
勤
労
大
衆
の
期
待
に
こ
た
え
よ
う
―

円
高
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
ぜ
大
騒
ぎ
さ
れ
な
い
の
？

―
円
高
、
ド
ル
安
の
経
済
学
②
―

「
イ
カ
の
一
夜
干
し
」
う
ま
い
よ

ゆ
れ
る
意
識
の
背
後
に
大
き
な
階
級
的
変
動

―
統
一
地
方
選
総
括
と
課
題
①
―

企
業
内
労
働
運
動
に
埋
没
す
る
な

―
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
八
年
の
検
証
②
―

◇
『
社
会
通
信
』
六
百
号
に
寄
す
◇

複
雑
怪
奇
な
情
勢
に
切
り
込
め

岩
井
章

◇
新
刊
案
内
◇

上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
０
５
（
一
九
九
五
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
兵
庫
県
議
、
神
戸
市
議
選
は
未
来
を
つ
く
る

参
院
選
で
大
敗
す
れ
ば
村
山
内
閣
は
退
陣
か

―
山
花
氏
等
の
離
党
組
は
参
院
選
後
を
ね
ら
う
―

資
料
１

情
勢
と
当
面
の
活
動
に
つ
い
て
（

護
憲
ネ
ッ
ト

）

「

」

資
料
２

社
会
党
臨
時
大
会
議
案
へ
の
コ
メ
ン
ト
（

護
憲
ネ
ッ
ト

）

「

」

◇
国
録
「
分
割
・
民
営
化
」
か
ら
九
年
め
の
春
◇

父
の
頑
張
り
を
バ
ネ
に
頑
張
る
藤
保
美
香

―
統
一
地
方
選
総
括
と
課
題
②
―

浮
動
票
は
ど
う
い
う
意
識
を
も
つ
か

―
統
一
地
方
選
総
括
と
課
題
②
―

勝
利
す
る
ぞ
！
「
争
議
組
合
・
団
結
集
会
」

―
討
議
・
運
動
の
レ
ベ
ル
高
め
た
い
―

◇
投
稿
◇
差
別
、
宗
教
、
オ
ウ
ム

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
「
山
び
こ
の
う
た
」
の
す
す
め

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
０
６
（
一
九
九
五
年
五
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
新
党
」
参
加
拒
否
宣
言

横
堀

正
一

「
丸
ご
と
解
党
」
ヘ
急
傾
斜
し
た
社
会
党
大
会

―
「
泥
船
・
新
党
」
と
「
敗
北
・
宣
言
」
を
決
め
る
―

資
料
１

基
本
政
策
の
歴
史
と
運
動
を
継
承
書
発
展
（
護
憲
懇
談
会
）

資
料
２

社
会
党
大
会
第
一
号
議
案
へ
の
修
正
案

資
料
３

二
一
世
紀
へ
の
宣
言
（
護
憲
懇
談
会
）

私
た
ち
の
護
憲
運
動
は
人
間
宣
言
、
市
民
宣
言

―
今
こ
そ
護
憲
五
・
六
神
戸
全
国
集
会
「
基
調
」

「
政
界
再
編
成
後
を
読
む

（
上
野
建
一
著
）
に
寄
せ
て

」

日
教
組
「
二
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
報
告
に
つ
い
て

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
０
７
（
一
九
九
五
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

人
間
的
魅
力
と
は
な
に
か

「
護
憲
懇
談
会
」
ヘ
の
結
集
は
じ
ま
る
―
護
憲
ネ
ッ
ト
、
全
面
協
力
・
支
援
体
制
―

◇
全
国
の
仲
間
ヘ
◇

反
合
理
化
闘
争
の
今
日
的
課
題
灰
原
茂
雄

吹
き
荒
れ
る
合
理
化
の
嵐
―
国
鉄
闘
争
全
国
化
の
時
期
―

◇
投
稿
◇

一
九
九
五
年
五
月
二
七
日

こ
ん
な
に
企
業
に
つ
く
し
て
き
た
の
に

―
陸
続
と
つ
づ
く
中
高
年
へ
の
首
切
り
―

向
坂
逸
郎
先
生
と
北
海
道

―
私
の
心
の
中
の
向
坂
先
生
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
０
８
（
一
九
九
五
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

組
合
大
会
に
臨
む
に
当
た
っ
て

今
「
社
会
通
信
」
が
必
要
と
さ
れ
る
時

―
「
社
会
通
信
名
寄
地
区
読
者
の
会
」
第
二
回
総
会
終
わ
る
―

事
実
上
参
院
選
は
終
盤
戦
―
自
民
の
独
走
、
社
会
の
惨
敗
の
構
図
―

護
憲
の
社
会
党
再
生
を
準
備
―
社
会
党
未
決
総
支
部
が
活
動
方
針
―

い
よ
い
よ
「
護
憲
社
会
党
」
づ
く
り
ヘ
―
奈
良
の
仲
間
が
「
護
憲
社
会
党
」
準
備
の
つ
ど
い
―

阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
・
サ
リ
ン
か
ら
見
え
る
も
の
―
政
府
権
力
は
〃
危
機
管
理
〃
に
利
用
―

◇
投
稿
◇

Ｓ
君
の
死

◇
投
稿
◇

仮
説
住
宅
で
人
権
守
れ
る
の
？

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇

上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
０
９
（
一
九
九
五
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
私
の
支
え
る
党
に

塩
屋
崎
あ
き
江

参
院
選
勝
利
と
指
導
者
の
要
件

―
「
中
国
最
古
の
兵
書
」
は
生
き
て
い
る
―

◇
職
場
・
地
域
か
ら
見
た
現
状
分
析
◇

未
来
に
は
必
ず
栄
光
が

労
働
者
、
労
働
組
合
の
復
興
の
た
め
仁

―
国
鉄
闘
争
、
国
労
の
進
路
の
中
か
ら
①
―

日
経
連
が
こ
れ
か
ら
の
「
経
営
戦
略
」
を
提
案
①

新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」

―
挑
戦
す
べ
き
方
向
と
そ
の
具
体
案

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇

上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
１
０
（
一
九
九
五
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
こ
ん
な
地
労
委
の
命
令
あ
り
！
？

新
党
へ
突
出
す
る
北
海
道
社
会
党

―
横
路
新
党
も
五
星
霧
中
―

資
料
新
党
問
題
に
関
す
る
整
理
と
推
進
計
画
（
社
会
党
北
海
道
本
部
）

運
輸
省
「
解
決
案
」
は
国
鉄
闘
争
の
剣
ケ
峰
―
労
働
者
、
労
働
組
合
の
復
興
の
た
め
に
②

裁
量
労
働
制
の
適
用
「
拡
充
」

―
日
経
連
の
「
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営

」
②

』

大
地
震
で
、
資
本
の
論
理
が
む
き
だ
し
に

―
が
ん
ば
る
被
災
者
ユ
ニ
オ
ン
―

求
め
ら
れ
る
労
働
条
件
の
改
善

―
ど
こ
の
職
場
も
同
じ
、
労
働
者
に
し
わ
よ
せ
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
１
１
（
一
九
九
五
年
八
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
転
換
期
」
現
代
の
諸
相
①

リ
ベ
ラ
ル
新
党
・
三
極
論
の
破
産
―
社
会
党
を
守
る
た
め
の
大
胆
な
方
向
転
換
を
―

展
望
な
き
リ
ベ
ラ
ル
新
党
に
〃
夢
よ
再
び
〃
―
全
電
通
、
全
逓
も
新
党
支
持
ヘ

大
量
失
業
時
代
の
到
来
と
国
鉄
闘
争
―
労
働
者
、
労
働
組
合
の
復
興
の
た
め
に
③
―

役
員
解
任
な
ど
株
主
提
案
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
沈
黙
」
―
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
、
株
主
総
会
か
ら
―

闘
か
う
方
針
の
確
立
め
ざ
す
―
私
鉄
総
連
大
会
に
向
け
て
―

「
資
本
の
論
理
」
が
野
放
し
な
鉄
鋼
職
場

―
活
動
家
の
高
齢
化
が
悩
み
の
種
―

企
業
主
義
克
服
の
カ
ギ
握
る
被
災
者
ユ
ニ
オ
ン
―
神
戸
大
震
災
と
地
方
自
治
、
労
組
の
課
題
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
１
２
（
一
九
九
五
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

い
わ
ゆ
る
「
五
五
年
体
制
」

―
そ
の
成
立
、
変
貌
、
動
揺

社
党
リ
ベ
ラ
ル
新
党
書
労
組
の
介
入
で
動
く

―
秋
の
大
会
は
事
実
上
の
解
散
大
会
―

資
料
１

政
治
情
勢
と
当
面
の
活
動
（

護
憲
ネ
ッ
ト

、
九
五
・
七
・
三
○
）

「

」

資
料
２
「
新
党
」
を
め
ぐ
る
情
勢
（

護
憲
ネ
ッ
ト

、
九
五
・
七
・
三
○
）

「

」

〝
フ
ツ
ー
の
国
労
〟
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い

―
第
六
○
回
全
国
大
会
を
垣
間
聞
く
―

資
料
３
「
全
面
勝
利
解
決
」
を
勝
ち
取
る
（
国
労
大
会
「
特
別
決
議

）」

「
無
党
派
層
」
が
支
え
た
都
高
教
の
団
結

―
都
高
教
走
期
大
会
に
参
加
し
て
―

◇
投
稿
◇
向
坂
先
生
な
ら
…
、
今
の
社
会
党
「
牟
田
公
平
審
」
を
傍
聴
し
て

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

最
近
読
ん
だ
本
か
ら

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
１
３
（
一
九
九
五
年
九
月
一
日
）

巻
頭
言
◇

｢

支
持
な
し･

無
党
派｣

層
の
階
級
的
背
景

新
党
の
メ
ド
も
総
選
挙
対
策
も
進
ま
ず

―
目
的
の
な
い
社
会
党
の
九
月
大
会
―

連
合
傘
下
組
合
は
日
経
連
方
針
と
共
同
歩
調
―
労
組
大
会
前
半
の
特
徴
点
―

余
り
に
も
恥
知
ら
ず
で
は
あ
る
ま
い
か
―
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
つ
い
て
―

「
論
語
よ
み
の
論
語
か
た
り
」
を
め
ざ
し
た
い

―
『
資
本
論
」
第
二
分
冊
を
読
了
し
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
１
４
（
一
九
九
五
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

〝
ム
キ
ダ
シ
〟
の
資
本
主
義
の
始
ま
り
①

「
丸
ご
と
新
党
」
と
「
横
路
新
党
」
の
争
い
激
化
―
護
憲
の
社
会
党
の
守
る
責
任
重
大
―

社
会
党
「
解
党
」
に
労
組
が
圧
力
―
連
合
、
そ
し
て
二
十
一
単
産
の
思
惑
①
―

◇
「
毎
日
新
聞
・
北
海
道
版

（
九
五
年
八
月
二
○
日
よ
り
）
◇

」

社
会
党
北
海
道
本
部
・
各
地
で
討
論
ス
タ
ー
ト

資
料
１
「
護
憲
の
灯
絶
や
す
な

（
護
憲
懇
談
会
「
ア
ピ
ー
ル

）

」

」

資
料
２

社
会
党
の
解
党
↓
新
党
に
反
対
（
護
憲
懇
談
会
「
活
動
方
針

）」

組
合
員
か
ら
遊
離
ま
す
ま
す
深
化
―
全
逓
全
国
大
会
の
課
題
―

◇
日
教
組
運
動
方
針
を
読
ん
で

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円
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№
６
１
５
（
一
九
九
五
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

〝
ム
キ
ダ
シ
〟
の
資
本
主
義
の
始
ま
り
②

一
九
五
○
年
八
月
二
六
目
、
電
産
パ
ー
ヂ
―
会
社
労
組
脱
却
の
た
め
に

坂
牛

哲
郎

管
理
職
失
格
宜
言
！

―
な
ぜ
、
管
理
職
組
合
か
―

北
海
道
だ
け
の
新
党
の
可
能
性
も
―
社
会
党
新
党
、
大
単
産
の
介
入
で
混
乱
深
ま
る

積
極
派
は
自
治
労
、
全
電
通
、
電
機
な
ど

―
社
会
党
「
解
党
」
に
労
組
が
圧
力
②

資
料
１

社
会
党
中
執
「
当
面
の
活
動
計
画

（
要
旨
）

」

資
料
２

日
教
組
大
会
「
四
単
組
委
員
長
・
声
明
」

投
稿

労
働
者
の
い
る
所
で

活
動
す
る
た
め
「
解
党
・
新
党
」
ヘ
？

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

上
野
建
一
著
『
政
界
再
編
後
を
読
む
』
の
す
す
め

国
鉄
闘
争
「
団
結
ま
つ
り
」
の
ご
案
内

№
６
１
６
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
資
本
の
論
理
」
と
一
体
化
し
た
〝
労
使
十
大
提
言
〟

こ
こ
ま
で
き
た
日
教
組

山
田

篤

社
会
党
は
〝
看
板
の
書
き
換
え
〟
か
―
呼
び
か
け
人
会
議
（
新
党
準
備
会
）
は
社
会
党
だ
け
―

「
解
党
・
新
党
」
方
針
を
決
定
―
社
会
党
北
海
道
大
会
の
報
告
―

闘
い
の
中
で
見
た
夢

塩
屋
崎
あ
き
江

◇
労
働
者
協
同
組
合
「
お
と
い
ね
っ
ぷ
」
か
ら
◇

「
解
雇
撤
回
、
地
元
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
の
願
い
こ
め
自
主
生
産

深
刻
化
す
る
失
業
問
題
黒
崎
隆
雄

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

上
野
建
一
著
『
政
界
再
編
後
を
誌
む
』
の
す
す
め

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

千
五
百
円

№
６
１
７
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
リ
ベ
ラ
ル
丸
」
操
船
を
誤
っ
て
破
船
か

深
化
す
る
世
界
長
期
不
況

坂
牛

哲
郎

―
わ
れ
わ
れ
は
何
を
な
す
べ
き
か
第
一
部
①

久
保
新
党
早
く
も
結
成
予
定
ず
れ
込
む

―
縮
小
再
生
産
で
さ
き
が
け
参
加
せ
ず
―

資
料
１
「
当
面
の
活
動
計
画
」
の
Ｉ
、
Ⅲ
削
除
（
護
憲
懇
談
会
「
修
正
案

）」

資
料
２

全
員
投
票
実
施
を
要
求
（
護
憲
懇
談
会
「
特
別
決
議
案

）」

資
料
３

新
党
移
行
反
対
、
再
建
「
社
会
党
」
め
ざ
す
（
護
憲
懇
談
会
「
声
明

）」

資
料
４

党
内
論
議
の
保
証
を

三
三
県
本
部
「
決
議
案

）」

「
規
制
緩
和
」
の
大
合
唱
の
な
か
で

―
九
五
年
度
の
組
合
大
会
の
特
徴
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

国
鉄
争
闘
勝
利
「
団
結
ま
つ
り
」
の
ご
案
内

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

千
五
百
円
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№
６
１
８
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
一
斉
休
憩
」
も
廃
止
ヘ
！

資
本
の
有
機
的
組
成
の
高
度
化
と
情
報
革
命

―
深
化
す
る
世
界
長
期
不
況
②
―

県
段
階
で
「
新
党
準
備
」
始
ま
る

―
左
派
の
一
部
も
推
進
派
に
変
化
―

私
鉄
の
社
会
党
員
が

「
新
党
に
行
か
な
い
」
署
名
を
開
始

友
愛
と
仁
義
と

―
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
・
フ
ァ
イ
ヤ
ス
ト
ン
代
表
の
来
日
を
め
ぐ
っ
て
―

◇
資
料
と
無
説
◇

連
合
第
四
回
大
会
「
運
動
方
針
案
」

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
「
社
会
通
信
」
拡
大
の
お
願
い

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
１
９
（
一
九
九
五
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

十
一
月
二
日
「
い
ま
、
め
ざ
そ
う
『
護
憲
の
党
』
集
会
」
に
参
加
し
よ
う

「
敗
北
主
義
集
団
」
の
丸
ご
と
新
党
加
速

―
「
護
憲
懇
談
会
」
を
批
判
す
る
「
新
党
推
進
・
自
称
左
派
」
―

◇
資
料
と
解
説
◇
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
と
「
護
憲
懇
談
会
」
が
一
体
化
ヘ

資
料
護
憲
ネ
ッ
ト
「
全
国
代
表
者
会
議
」
議
案
（
九
五
・
十
・
十
回
）

バ
ブ
ル
崩
壊
下
、
あ
え
ぐ
ユ
ニ
オ
ン
連
合

―
中
小
と
大
手
の
亀
裂
は
拡
大
へ
―

◇
国
労
帯
広
口
争
団
か
ら
の
報
告
◇
国
鉄
闘
争
へ
の
熱
い
想
い
を
交
流

「
政
界
再
編
後
を
誌
む

（
上
野
建
一
著
）
の
す
す
め

」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社

千
五
百
円

№
６
２
０
（
一
九
九
五
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

完
全
に
破
綻
し
た
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」

「
単
独
新
党
」
論
急
浮
上
―
社
会
党
久
保
推
進
派
追
い
詰
め
ら
れ
る
―

労
働
者
の
た
た
か
い
を
ど
う
つ
く
る
か
坂
牛
哲
郎

―
我
ら
は
何
を
な
す
べ
き
か
変
革
主
体
の
形
式
①

空
の
安
全
は
大
丈
夫
？
―
ア
ル
バ
イ
ト
ス
チ
ユ
ワ
ー
デ
ス
の
問
題
点
―

◇
投
稿
◇
向
坂
逸
郎
先
生
の
思
い
出
冨
山
実

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

千
五
百
円
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№
６
２
１
（
一
九
九
五
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

正
し
い
理
論
な
く
し
て
、
正
し
い
実
践
は
な
い

変
革
主
体
形
成
の
た
め
に

坂
牛

哲
郎

―
わ
れ
ら
何
を
な
す
べ
き
か
第
二
部
の
②
―

日
米
首
脳
会
談
は
沖
縄
県
民
逆
撫
で
―
日
米
安
保
の
重
要
性
と
基
地
強
化
を
う
た
う

◇
「
い
ま

『
議
案
の
党
』
の
再
建
を
」

、

十
一
・
二
集
会
報
告
◇
懇
談
会
に
「
護
憲
の
社
会
党
再
建
準
備
委
」
を
設
置

日
米
地
位
協
定
見
直
し
を
訴
え
る

日
経
連
「
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営

」
を
斬
る
①
―
労
資
慣
行
の
全
面
的
改
悪
を
企
図
―

」

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
政
治
短
信

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政

界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
２
２
（
一
九
九
五
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
組
合
と
政
党
の
関
係
に
つ
い
て

党
員
の
良
心
は
健
在
な
り
―
各
地
の
討
論
ひ
ろ
が
る
―

久
保
派
、
村
山
派
「
リ
ベ
ラ
ル
新
党
」
対
立
激
化

ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
再
生
の
た
た
か
い
―
新
た
な
戦
闘
性
の
芽
ば
え
―

安
保
条
約
廃
棄
・
日
米
地
位
協
定
粉
砕
が
「
沖
縄
の
心
」

―
十
一
・
二
集
会
で
の
新
垣
洋
子
氏
の
提
起
か
ら

健
康
に
留
意
し
、
勝
つ
ま
で
た
た
か
お
う
―
長
崎
・
佐
世
保
闘
争
団
の
仲
間
と
交
流
し
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て
社
会
通
信
社
刊
千
五
百
円

№
６
２
３
（
一
九
九
五
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
員
よ
最
悪
の
「
単
独
新
党
」
を
軸
に
網
引
き

―
社
党
。
新
党
準
備
会
は
、
十
二
月
結
成
を
め
ざ
す
が
、
不
発
か
―

労
働
者
の
た
た
か
い
を
ど
う
つ
く
る
の
か
―
変
革
主
体
の
形
成
③
―

労
働
運
動
は
か
つ
て
な
い
試
練
に
直
面
―
日
経
連
「
新
時
代
の

『
日
本
的
経
営

」
を
斬
る
②
―

』

◇
資
料
と
解
説
◇
三
井
金
属
等
が
「
ベ
ア
廃
止
」
提
案

資
料
「
ベ
ア
廃
止
」
提
案
は
時
代
の
す
う
勢
（
日
経
連
）

◇
投
稿
◇
連
合
の
轍
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い

北
海
道
の
仲
間
は
「
護
憲
の
社
会
党
」
に
愛
着
―
リ
ベ
ラ
ル
新
党
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
か
ら
二
つ
の
お
願
い

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

千
五
百
円
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№
６
２
４
（
一
九
九
五
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
私
の
読
書

三
浦
輝
雄

実
践
的
総
括
は
完
了
、
次
は
理
論
的
総
括
―
ソ
連
・
東
欧
社
会
主
義
の
崩
壊
か
ら
学
ぶ
も
の

労
働
力
再
編
成
で
反
撃
の
条
件
は
拡
大
―
変
革
主
体
の
形
成
の
た
め
に
坂
牛
哲
郎
―

「
一
月
新
党
」
ヘ
浮
遊
す
る
社
会
党
―
党
名
は
「
民
主
党
」
が
有
力
―

荒
れ
る
ア
メ
リ
カ
、
株
価
は
バ
ブ
ル
状
況
―
五
千
ド
ル
相
場
は
い
つ
破
壊
―

「
合
理
化
」
す
す
む
郵
政
職
場

さ
ら
な
る
団
結
を
誓
う
！
―
牟
田
闘
争
勝
利
八
周
年
集
会
で
―

投
稿
◇
私
は
貝
に
な
ら
な
い

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
新
刊
案
内
◇
上
野
建
一
著

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

社
会
通
信
社
刊

千
五
百
円


